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淡水赤潮（アオコ） 沿岸域の赤潮

上野公園
Microcystic
(福岡水試・
環境研）

様々の種類の赤潮
多くは
有害藻類増殖（HAB）
（水産被害を含む）
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富栄養化後
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夏の揚子江流量と
植物プランクトン量

(1997-2006)
(Yamaguchi et al., 2012)

揚子江流量

植物プランクトン

富栄養化で増加

流量減少で減少



NOWPAP
UNEP

(北西太平洋
行動計画)

貧栄養化傾向 富栄養化傾向

富栄養

貧栄養

閾値 = 5 mg m-3
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Eutrophication 
Assessment 
Tool (NEAT)

NOWPAP CEARAC 
(2009, 2014)
Terauchi et al 
(2014, 2018)



https://eutrophicationwatch.users.earthengine.app/view/global-
eutrophication-watch

Global Eutrophication Watch

データ選択
(MODIS標準 or
北西太平洋)

増加・減少の判定期間
2003- (MODIS標準)
1998- (北西太平洋
SeaWiFS-MODIS)

Chl-aの多少の閾値
平均期間
濃度

ある場所の時系列
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C. Polykrikoides
赤潮の移動

Ｉｗａｔａｋｉ

NFRDI

MODIS/NASA



タイ湾 赤潮判別

緑夜光虫

渦鞭毛藻類

珪藻

混合種

きれいな水

（Jutarak）



2018-2021年9・10月の道東の
クロロフィルa平均値

赤潮

2018           2019            2020         2021

9月

10月

JAXA SGLI 石坂



i
Chl-a MODIS-Bbp SGLI-Bbp MODIS-Rrs

Karenia赤潮の手法を開発中

現状では異なる衛星・手法による結果は
大きく異なる

現場データとの比較・検証が必須

(Feng, 石坂、Siswanto)



• 富・貧栄養化の検知システム（25年間）

• 赤潮を含めた植物プランクトン群集の変化の検知

• 継続的な海色衛星情報の確保が必要

（しきさい観測の継続・後継）

• 高解像度データの高頻度化に期待

（ひまわりの高度化など静止海色衛星）

• 現場と衛星データの共有化（共同研究等）が重要

• データ配布・解析システム（センター？）の強化

まとめ
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